
スピントロニクス・マグネティクスによる
微弱生体信号計測技術の進展

Progress of the feeble biological signal measurement 
technique by spintronics and magnetics

【プログラム（招待講演者分）】講演者／講演題目（敬称略、仮題）

大兼 幹彦（東北大）

TMRセンサによる生体磁場計測の進展

荒井 慧悟（東工大）

ダイヤモンド量子イメージングによる心磁計測

千葉 大地（大阪大）

フレキシブル磁気抵抗素子による生体力学情報センシング

藪上 信 （東北大）

磁気センサによる微生物検出

足立 善昭（金沢工大）

神経磁場計測システム

伊藤 陽介（京都大）

光ポンピング磁気センサの生体磁場計測への応用

近年、様々なタイプの磁気センサの高感度化が進んでおり、
微弱な生体磁場信号が高精度に検出可能になっています。
本 シ ン ポ ジ ウ ム で は 各 種 磁 気 セ ン サ の 開 発 に お い て
世界的な第一人者の先生方に最近の技術の進展について
ご講演いただきます。 A

2023年第70回応用物理学会春季学術講演会シンポジウム

企画： 応用物理学会スピントロニクス研究会 http://annex.jsap.or.jp/spintro/
世話人： 西沢望（北里大）西谷雄（パナソニック）野村光（阪大）池添泰弘（日本工大）

2023年 3月 18日（土） 13：30～ハイブリッド開催予定
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